





























































り、良い人でも認識率 8 割、悪い人では認識率 0 割にまで落ち込むといった問


























の組み合わせによって全部で 10 種類の方式が存在することになる（図 1 を参
照）。
3．障害学会における音声認識を用いた情報保障の試験的運用
　本節では、2009 年 9 月 26-27 日に立命館大学朱雀キャンパスで開催された第
6 回障害学会大会にて音声認識を用いた情報保障システムを試験的に運用した















の「AmiVoice Rewriter」（50 万円／ 1 ライセンス。以下、リライター）。第三に、
認識結果を向上させるための「言語モデルカスタマイズ（7）」（300 万円）。こ
の他、複数台のリライターを用いて、リアルタイムで議事録を作成するため




＋ MR-SU3、UHF ワイヤレス・レシーバー ATW-R103/P）、ノイズを除去するた
めの装置としてオーディオ・インターフェイス「EDIROL 24bit96kHz USB 
Audio Capture UA-25EX」を使用している。
　さて、前述の機材の他に、本実験ではルーターを介して無線 LAN でつなが





















































は 10 秒程度のタイムラグであったが、15 分後には 3 分強、30 分後には 9 分強、
45 分後には 15 分半、60 分後には 24 分半強と、時間の経過とともにタイムラ




べて、24 分半強のタイムラグは実用に耐えうるものではなく、校正者 2 名体
制のもとで録音方式の校正作業を行なうことには大きな問題があると言えるだ
ろう。




認識率の平均 38.9 41.2 58.4
認識率の標準偏差 20.7 14.5 8.2
認識率のレンジ 16.4-75.0 24.3-68.5 46.2-70.7
11第 6 章　音声認識エンジンを用いた情報保障の現状と課題


















































研究でさえ、復唱者 2 名、校正者 4 名の体制のもとで運用しており、日常的に









































（2）水島（2006）は普通の話し方の認識率が 5 ～ 7 割、三好（2008）


























　・安積純子 , 尾中文哉 , 岡原正幸 , 立岩真也（1995）『生の技法―─
家と施設を出て暮らす障害者の社会学（増補改訂版）』, 藤原書店 , 










































子情報通信学会論文誌 D』, J90-D（3）, pp.808-814.
水島昌英他（2006）「音声認識を用いた会議支援情報保障システムに
対する話者の発話行動の分析」, 『信学技報』, WIT2006-108, 21-26.
三好茂樹他（2007）「音声認識技術を利用した字幕作成担当者のため
の支援技術とそのシステム開発」, 『筑波技術大学テクノレポート』, 
14, pp.145-152.
三好茂樹（2008）「音声認識技術を用いた情報保障（20）」, PEPNet-
Japan Tip Sheet.
